
議
案
第
九
十
八
号

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
1
部
改
正
L
4
っ
`
い
て

次
の
と
お
｡
二
I
T
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法

)

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
竺
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
議
会
の
韻
決
を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

松

　

　

村

　

　

喬

　

　

成

昭
和
五
冶
九
年
票
持
せ
五
日



三
朝
町
条
例
弟

一

　

　

　

　

ノ

ー　7

早

三
朝
町
織
員
の
給
与
に
関
す
る
粂
例
の
十
部
を
改
正
す
る
ー
条
例

=
 
,
1
朝
町
峨
員
の
蔽
ヰ
忙
関
す
る
条
例
(
臥
和
二
十
八
年
条
例
竺
十
五
号
)
の
二
軍
を
次
の
よ
う
に
敵
正
す

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

第
九
粂
第
三
項
中
｢
一
万
二
千
三
百
円
｣
を
｢
一
万
三
千
二
百
円
｣
に
'
｢
三
千
九
百
円
｣
を
｢
四
千
二
百

円
｣
に
､
｢
八
千
三
膚
円
｣
を
｢
八
千
九
百
円
｣
に
改
め
る
｡

第
十
条
の
二
蔦
二
項
第
一
号
口
中
｢
六
千
八
百
円
｣
を
｢
七
千
二
百
円
｣
に
敵
め
る
｡

第
十
一
条
第
二
項
竺
号
中
｢
1
万
七
千
六
百
円
｣
を
｢
l
万
八
千
三
百
円
｣
に
'
｢
二
千
八
百
円
｣
字
｢

二
手
四
百
円
｣
に
改
め
'
岡
垣
第
二
号
中
｢
二
千
四
百
円
｣
を
｢
二
千
大
畠
町
｣
に
'
｢
四
千
七
百
円
｣
を
｢

五
千
円
｣
に
'
｢
六
千
四
百
円
｣
を
J
r
六
千
八
百
円
｣
に
､
｢
八
千
二
百
円
｣
を
｢
八
千
七
百
円
｣
に
改
め
'

同
項
第
三
号
中
｢
一
万
七
千
六
百
円
｣
を
｢
1
万
八
千
三
百
円
｣
1
位
'
｢
二
千
八
百
円
｣
を
｢
三
千
四
百
円
｣

I

L
i
J
改
め
る
｡

第
二
十
1
　
粂
第
三
項
中
｢
四
十
1
　
万
二
千
円
｣
を
｢
四
十
二
万
六
千
円
｣
　
に
改
め
る
｡
･

I

別
表
第
三
及
び
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

＼

▲

I
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別表第三　行政峨給料表(第三粂関係)
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医療職給料表(第三粂嫡孫)
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附

　

則

(
施
行
期
日
等
)

′
　
こ
-
の
条
例
は
'
公
布
の
日
か
ら
施
行
L
t
改
正
後
の
こ
高
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
(
以
下
｢
改
正

後
の
条
例
｣
と
い
う
｡
)
の
規
定
は
'
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
｡

.
(
最
高
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
の
切
番
え
等
)

r
1
　
暗
和
五
十
九
年
四
月
l
日
(
以
下
′
｢
切
替
日
｣
と
い
う
｡
)
の
前
日
に
お
い
て
職
務
､
の
等
級
の
最
高
の
号

ノ
給
を
撃
え
る
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
職
員
の
切
替
日
に
腐
け
る
給
料
月
額
及
び
こ
れ
を
受
け
る
期
間
に
通

●

算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
'
町
規
則
で
定
め
る
｡
ゝ

(
切
替
期
周
に
お
け
る
異
動
者
の
号
給
等
)

j
　
切
替
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
(
以
下
｢
切
替
期
間
｣
と
い
ケ
｡
,
)
に
お
い
て
,

㌔

改
正
前
の
三
朝
何
棟
鼻
の
給
与
に
賂
す
る
条
例
(
以
下
｢
改
正
前
の
条
例
J
せ
い
ケ
｡
)
の
規
定
に
よ
り
,

J
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
J
J
と
な
っ
た
峨
員
及
び
そ
の
属
す
る
峨
務
の
等
級
叉
は
そ
の
受
け
る
号

給
套
し
く
は
給
料
月
額
に
異
動
の
あ
っ
た
廟
員
の
う
ち
'
町
長
の
定
め
る
職
員
の
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に

㌔

よ
る
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
･



〃丁

.

　

　

　

　

I

～

ヽ

　

.

　

･

.

Jf

4
J
J

′
b

町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(

切

替

日

新

の

異

動

者

の

号

給

等

の

調

整

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

切
替
目
前
竺
職
務
の
等
級
を
異
に
し
て
異
働
し
た
職
員
及
び
町
長
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
の
切

替
日
紅
お
け
る
号
給
又
は
由
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
､
そ
の
考
が

切
替
日
に
お
い
て
職
務
の
等
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
虜
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
認
め

ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
､
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
,
け
'
必
要
な
繭
輩
を
行
う
こ
と
が
で
居
る
｡

(
旧
号
給
等
の
基
礎
)

/

前
主
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
'
敵
兵
が
属
し
て
い
た
峨
務
の
等
敏
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い
た

号
給
叉
′
虻
給
料
月
額
は
'
改
正
前
の
条
例
及
び
こ
れ
に
基
つ
ぐ
町
規
則
の
鹿
足
に
従
＼
つ
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
給
与
の
内
払
)
㌔

改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
庵
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
改
正
敵
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
ヌ
給
さ

れ
た
給
与
は
'
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
脇
と
み
な
す
｡



I.約1ト

(
町
規
則
へ
の
襲
任
)

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
'
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
,
町

規
則
で
定
め
る
｡

/

a

 

f

t

　

)

■

･

　

＼


